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近年のアレルギー疾患の増加、あるいは癌、お
よび脳・心臓血管疾患につながる慢性炎症等に
は、免疫機構の発達過程、あるいはその機能が
深く関わっている。免疫機構の調節には常在菌
も含めた細菌、微生物由来分子が大きな役割を
果たしているが、その詳細はまだ明らかになってい
ない。

細菌の分泌性免疫刺激物質の解析
自然免疫受容体 Nod1について、土壌細菌

（Bacilus属細菌（eg. 納豆菌））、酢酸菌の分泌
するNod1天然リガンドの解析およびその化学合
成に成功し、アレルギー疾患との関連解析を含
め、種々の展開を可能とした。

獲得免疫の制御を目指した複合型分子の創製
相乗的な活性化を起こす自然免疫受容体リガンド
について複合化することにより免疫制御を可能と
する新規分子を創製した。

微生物由来複合糖質/脂質の化学合成と
機能解析
細菌細胞壁成分ペプチドグリカン（PGN）の合成
法開発を行い、フラグメント構造-ライブラリおよび
マイクロアレイ構築に成功し、種々の認識タンパク
質（免疫活性化/抗生物質のターゲット・タンパク
質）との相互作用解析への展開が可能となった。
また、寄生性細菌（ピロリ菌等）あるいは原虫の
細胞表層成分の化学合成法開発およびその特
異な免疫調節作用を明らかにした。免疫機構を制御する微生物由来化合物につい

て、精密化学合成により純粋な構造を得ると共
に、幼少時の免疫機構発達に関わると考えられ
る微生物由来分子の解析、合成化合物ライブラ
リを利用した構造解析、標識基の導入した分子
プローブによる機能解析、および疾患治療につ
ながる新規制御分子の創製を行う。
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本研究によって解明された微生物由来の免
疫調節物質とその詳細な被認識構造および
免疫調節活性により、生体防御機構の理解
が進み、免疫に関わる多くの疾患（アレル

ギー、癌、感染症等）の分子レベルでの理
解に繋がる。特に選択的に特定の経路を活
性化する分子の発見は治療への技術的基
盤として役立つと期待される。
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細菌の分泌する免疫調節物質であるＮｏｄ１リガンド

細菌細胞壁PGNによる自然免疫受容体Nod2活性化
（酵素分解段階-糖鎖構造による活性化の差異）


